
　
近
年
、
消
費
者
被
害
の
低
年
齢

化
か
進
ん
で
い
る
。
若
者
を
狙
う

マ
ル
チ
商
法
や
消
費
者
金
融
の
名

義
貸
し
等
、
様
々
な
悪
徳
商
法
が

跋
扈
す
る
一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
携
帯
電
話
等
の
普
及
に
伴

い
、
中
高
生
や
小
学
生
の
被
害
例

も
増
え
て
い
る
。

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
P
I
O
‐

N
E
T
（
全
国
消
費
生
活
相
談
情

報
ネ
ッ
ト
フ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
）

の
統
計
資
料
「
子
ど
も
の
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
」
に
よ
る
と
、
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
に
関
わ
る
若
年
層
（
６

～
1
7
歳
）
の
相
談
件
数
は
、
僅
か

４
年
間
で
約
1
8
倍
へ
と
急
増
（
2

0
0
0
年
3
6
3
1
件
↓
2
0
0

4
年
６
万
4
3
2
2
件
）
。
　
2
0

0
5
年
に
は
半
減
し
た
も
の
の
、

2
0
0
0
年
当
時
と
比
較
す
る
と

依
然
と
し
て
８
倍
も
の
高
水
準
に

あ
る
。

　
こ
の
う
ち
オ
ン
ラ
イ
ン
等
関
連

サ
ー
ビ
ス
が
占
め
る
割
合
は
、
2

0
0
0
年
の
1
5
％
に
対
し
2
0
0

3
年
以
降
は
9
0
％
前
後
と
、
６
倍

し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

の
水
準
に
達
し
て
お
り
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
「
陰
」
の
一
面

を
覗
か
せ
て
い
る
。

　
若
年
層
の
被
害
が
増
加
す
る
原

因
は
、
高
齢
層
と
同
様
、
契
約
観

念
が
希
薄
で
消
費
行
動
に
関
す
る

判
断
力
が
未
成
熟
な
「
消
費
弱
者
」

ゆ
え
、
悪
徳
業
者
の
標
的
に
な
り

や
す
い
と
い
う
特
性
に
あ
る
。

　
私
た
ち
の
消
費
生
活
は
、
契
約

社
会
と
い
う
基
盤
の
上
に
成
り
立

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
個
々
の
消

費
行
動
は
「
自
己
責
任
原
則
」
に

基
づ
く
契
約
取
引
の
下
で
展
開
さ

れ
る
。
未
成
年
の
場
合
、
そ
の
行

動
責
任
は
最
終
的
に
親
権
者
に
委

ね
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
日
本
の
場
合
、
契
約

社
会
の
歴
史
が
浅
い
た
め
、
契
約

書
を
よ
く
読
ま
な
い
ま
ま
捺
印
す

る
な
ど
、
契
約
に
よ
り
発
生
す
る

法
的
な
権
利
・
義
務
に
対
す
る
消

費
者
の
認
識
が
未
熟
だ
。
ま
た
、

消
費
者
被
害
は
、
被
害
情
報
等
を

踏
ま
え
適
切
な
行
動
を
と
れ
ば
あ

る
程
度
回
避
で
き
る
が
、
そ
う
し

た
意
識
も
低
い
。
万
一
回
避
で
き

ず
に
被
害
を
被
っ
た
場
合
で
も
、

し
か
る
べ
き
機
関
に
救
済
を
求
め

た
り
、
法
的
手
段
に
訴
え
た
り
と
、

損
害
回
復
の
手
続
も
用
意
さ
れ
て

い
る
が
、
法
律
知
識
に
疎
い
た
め
、

泣
き
寝
入
り
を
強
い
ら
れ
る
ケ
ー

ス
が
多
い
。

　
こ
う
し
た
国
民
的
性
向
が
「
消

費
弱
者
」
の
被
害
を
さ
ら
に
助
長

　
事
業
者
と
消
費
者
の
間
に
は
も

と
も
と
、
大
き
な
情
報
格
差
が
あ

る
。
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
製
造
・

販
売
す
る
事
業
者
は
当
然
な
が

ら
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
わ
ら
な

い
消
費
者
よ
り
多
く
の
情
報
を
も

っ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
「
情
報
弱
者
」
で

あ
る
消
費
者
に
は
法
的
保
護
が
与

え
ら
れ
て
い
る
が
、
消
費
者
自
身

も
こ
れ
に
安
穏
と
す
る
こ
と
な

く
、
主
体
的
に
「
賢
い
消
費
者
」

を
目
指
す
自
助
努
力
が
必
要
だ
。

　
「
賢
い
消
費
者
」
と
は
、
自
ら

の
判
断
に
基
づ
き
、
主
体
的
に
行

動
す
る
知
識
・
技
能
を
身
に
つ
け

た
消
費
者
を
意
味
す
る
。
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
情
報
は
自
身
の
目
で

吟
味
し
た
上
で
、
取
捨
選
択
を
行

う
。
取
引
に
際
し
て
も
事
業
者
の

い
い
な
り
に
な
ら
ず
、
自
分
の
権

利
は
堂
々
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、

万
一
不
当
な
被
害
に
あ
っ
た
場
合

に
は
救
済
手
段
を
活
用
す
る
。

　
で
は
、
こ
う
し
た
「
賢
い
消
費

者
」
を
養
成
す
る
た
め
に
は
、
ど

こ
で
何
を
教
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う

か
。
昨
今
、
全
国
の
消
費
者
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
は
、
消
費
知
識
・

被
害
情
報
の
提
供
を
中
心
と
し
た

啓
発
講
座
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
こ
う
し
た
講
座
は
自

由
参
加
で
あ
る
た
め
、
啓
発
効
果

が
一
部
の
参
加
者
に
留
ま
る
。
ま

た
、
人
間
は
一
般
的
に
、
年
齢
を

重
ね
る
に
つ
れ
行
動
ス
タ
イ
ル
を

変
え
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。

　
従
っ
て
、
若
い
う
ち
か
ら
学
校

教
育
（
義
務
教
育
）
を
通
じ
て
正

し
い
行
動
規
範
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

　
次
に
、
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

考
え
て
み
る
。
前
述
の
通
り
、
市

場
取
引
は
「
自
己
責
任
原
則
」
に

基
づ
く
が
、
事
業
者
・
消
費
者
間

の
情
報
格
差
を
鑑
み
、
消
費
者
保

護
の
立
場
か
ら
独
占
禁
止
法
・
消

費
者
契
約
法
等
の
諸
法
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
2
0
0
7
年

６
月
に
は
、
事
業
者
等
の
不
当
な

行
為
に
対
し
特
定
の
消
費
者
団
体

に
差
止
請
求
権
を
認
め
る
「
消
費

者
団
体
訴
訟
制
度
」
も
、
新
た
な

被
害
救
済
制
度
と
し
て
ス
タ
ー
ト

す
る
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
「
自
己
責

任
原
則
」
や
関
連
法
制
を
一
般
消

費
者
が
ど
れ
ほ
ど
理
解
し
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
が
依
拠
す
る

市
場
経
済
の
仕
組
み
、
契
約
社
会

に
お
け
る
法
的
ル
ー
ル
等
、
消
費

生
活
に
関
わ
る
経
済
・
法
律
の
基

礎
知
識
を
消
費
者
が
十
分
に
習
得

し
て
い
る
と
は
と
て
も
言
え
る
状

況
に
な
い
。
知
識
を
習
得
し
て
い

な
け
れ
ば
、
消
費
現
場
で
そ
れ
を

活
用
す
る
技
能
も
身
に
つ
か
な
い
。

　
特
に
、
雑
多
な
情
報
が
氾
濫
す
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「
新
し
い
消
費
者
教
育
」

の
ス
ス
メ



る
情
報
化
社
会
に
お
い
て
は
、
知

識
武
装
し
た
上
で
こ
れ
ら
の
情
報

を
的
確
に
取
捨
選
択
す
る
判
断
力

が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
私
た
ち
が
身
を
置
く

消
費
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
構
造
に
つ

い
て
体
系
的
に
学
ぶ
「
新
し
い
消

費
者
教
育
」
を
提
言
し
た
い
。

び
、
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
（
法
的

ル
ー
ル
を
公
正
な
視
点
で
考
え
る

能
力
）
を
習
得
す
る
。
ま
た
、
消

費
ト
ラ
ブ
ル
に
直
面
し
た
際
の
司

法
的
解
決
等
、
法
的
対
処
の
技
能

を
習
得
す
る
。

　
消
費
契
約
は
全
て
、
法
律
＝

る
技
能
を
習
得
す
る
。

「
法
治
国
家
に
お
け
る
最
低
限
の

ル
ー
ル
」
に
則
る
こ
と
が
要
求
さ

れ
、
個
々
の
消
費
者
は
こ
れ
を
前

提
に
「
自
己
責
任
原
則
」
に
基
づ

き
契
約
を
結
ぶ
。
従
っ
て
、
法
治

社
会
に
生
き
る
消
費
者
と
し
て
的

確
な
自
己
決
定
を
す
る
た
め
に

は
、
法
的
思
考
の
習
得
が
欠
か
せ

な
い
。

　
そ
し
て
、
万
一
不
当
な
被
害
を

被
っ
た
場
合
に
備
え
、
そ
の
損
害

を
正
当
な
手
続
に
よ
っ
て
回
復
す

る
方
法
に
通
じ
て
お
く
こ
と
も
必

要
だ
。

◆
経
済
教
育

　
全
て
の
子
ど
も
が
消
費
者
の
立

場
に
立
つ
と
い
う
現
実
を
踏
ま

え
、
市
場
経
済
の
基
本
的
な
仕
組

み
や
「
競
争
」
の
役
割
、
消
費
者

と
し
て
の
権
利
・
責
務
を
学
ぶ
。

日
本
人
の
伝
統
的
価
値
観
に
お
い

て
は
、
競
争
に
対
し
「
過
当
競
争
」

と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
が
、
市
場
経
済
の
世
界
で

は
、
競
争
こ
そ
が
独
占
の
弊
害
か

ら
消
費
者
を
守
る
「
守
護
神
」
だ
。

消
費
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
は
、
公

正
か
つ
自
由
な
競
争
が
機
能
し
て

こ
そ
充
た
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
健
全
な
競
争
観
を
身

に
つ
け
た
上
で
、
独
占
禁
止
法
そ

の
他
消
費
行
動
に
関
わ
る
経
済
法

の
基
礎
知
識
、
そ
れ
ら
を
活
用
す

　
さ
て
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の

が
「
新
し
い
消
費
者
教
育
」
の
担

い
手
だ
。
消
費
者
教
育
に
つ
い
て

は
、
学
校
週
５
日
制
の
導
入
に
よ

り
授
業
時
間
減
少
の
懸
念
が
高
ま

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
担
い
手
不

足
の
問
題
も
看
過
で
き
な
い
。
学

校
現
場
で
は
、
消
費
者
問
題
に
造

詣
の
深
い
教
員
が
充
分
確
保
さ
れ

て
い
な
い
の
が
実
態
だ
。

　
従
っ
て
、
既
存
教
員
の
研
修
の

充
実
化
や
教
員
免
許
取
得
に
際
し

て
消
費
者
問
題
の
研
修
を
必
修
化

す
る
等
、
教
員
に
対
す
る
消
費
者

教
育
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

　
そ
の
一
方
で
、
既
に
外
部
人
材

が
消
費
者
教
育
の
一
翼
を
担
っ
て

い
み
。
た
と
え
ば
、
公
正
取
引
委

員
会
の
「
出
前
講
座
」
で
は
、
中

学
校
の
社
会
科
授
業
に
職
員
を
講

師
と
し
て
派
遣
、
独
占
禁
止
法
や

公
正
取
引
委
員
会
の
役
割
等
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

ま
た
、
弁
護
士
会
・
司
法
書
士
会

も
、
消
費
者
問
題
に
取
組
む
実
務

家
を
派
遣
す
る
「
出
前
講
義
」
を

行
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
外
部
人
材
の
場
合
、

被
害
現
場
に
直
接
関
わ
っ
た
経
験

知
を
伝
え
る
と
い
う
実
務
家
な
ら

で
は
の
教
育
メ
リ
ッ
ト
が
望
め

る
。
今
後
は
、
特
別
免
許
状
・
特

別
非
常
勤
講
師
制
度
な
ど
既
存
制

度
の
活
用
を
さ
ら
に
進
め
、
外
部

人
材
の
登
用
に
よ
る
教
育
機
会
の

確
保
を
目
指
す
べ
き
だ
。
政
府
の

「
教
育
再
生
会
議
」
も
、
2
0
0

7
年
１
月
2
4
日
に
と
り
ま
と
め
た

第
１
次
報
告
で
、
社
会
人
登
用
の

積
極
化
を
提
言
し
て
い
る
。

　
「
賢
い
消
費
者
」
が
増
え
れ
ば
、

企
業
は
質
の
高
い
競
争
で
切
磋
琢

「新しい消費者教育」の概念図図

磨
し
合
う
よ
う
に
な
る
。
同
時
に
、

悪
徳
業
者
に
よ
る
不
法
行
為
の
駆

逐
も
進
む
。
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ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

s
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ
　
ｒ
ｅ
ｓ
ｐ
ｏ
ｎ
ｓ
ｉ
ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
）
が
求
め

を
目
指
す
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
c
o
n
s
u
m
e
r
s
´

費
者
側
に
も
、
「
賢
い
消
費
者
」

責
任
）
が
要
求
さ
れ
る
時
代
、
消

s
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ
　
ｒ
ｅ
ｓ
ｐ
ｏ
ｎ
ｓ
ｉ
ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
　
:
社
会
的

企
業
に
対
し
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
c
o
r
p
o
r
a
t
e

治
主
義
や
契
約
社
会
の
基
本
を
学

役
割
や
、
契
約
の
仕
組
み
等
、
法

民
主
主
義
社
会
で
法
が
果
た
す

◆
法
教
育

の
自
己
決
定
能
力
を
習
得
す
る
。

お
い
て
合
理
的
行
動
を
と
る
た
め

ぶ
と
共
に
、
個
々
の
消
費
取
引
に

経
済
社
会
の
構
造
を
体
系
的
に
学

習
に
よ
り
、
法
治
主
義
に
基
づ
く

（
図
参
照
）
。
３
分
野
の
総
合
的
学

法
・
経
済
教
育
を
融
合
さ
せ
る

従
来
の
消
費
者
教
育
に
基
礎
的
な

指
す
。
『
新
し
い
消
費
者
教
育
』
は
、

「
賢
い
消
費
者
」
の
養
成
を
目
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